
導体円板散乱電磁界の厳密解に基づく 
数値計算法の研究と実験的検証 

パラボラアンテナの小型化等 
 波長が構造体のサイズに近い 

 
近似法などでは解析困難 

 
導体円板の散乱電磁
界を厳密に計算する 

• 級数展開式の検討 
• 波源の高さに依存しない式の表現 
• 積分路の検討と解析接続を利用し解析 

• 数値計算による検証 
• 導出した級数展開式の特性の検討 

• 波源の高さが低い場合→項数少なく 
• 波源の高さが高い場合→項数多く 

• 計算精度の検討 
• 波源の高さに特徴の差なし 
• 円板の大きさに比例して必要なデータ

長が大きくなる 
• 電流分布計算（波源が中心軸上のみ） 

• 電流計算が可能（別法との比較で検証済） 

•遠方散乱界の数値計算 
•実験による理論の検証 

研究背景・目的 本年度の成果 

今後の
課題 

目的 

• 波源：垂直微小ダイポール 
• 数値計算式：新たに提案 

本年度の目標 

水平ダイポール
でも問題だった 

これまで厳密に計算
できる式の提案なし 
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